
 

 

 

平成２１年度配分 研究成果の概要 

 

研究名 
 

インダストリアルデザインの大学院教育への展開 

配分を受けた 

特別研究費 
デザイン研究科長特別研究費                ８００千円  

研究者氏名 

（代表者） 

学部名 学科名 職 氏   名 
共同研究の 

場合の分担 

デザイン学部 生産造形学科 教授 黒田 宏治 研究総括、調査検討 

共 

同 

研 

究 

者 

デザイン学部 生産造形学科 教授  佐井 国夫 調査検討 

デザイン学部 生産造形学科 教授  山本 一樹 調査検討 

デザイン学部 生産造形学科 准教授  磯村 克郎 調査検討 

デザイン学部 生産造形学科 准教授  迫  秀樹 調査検討 

デザイン学部 生産造形学科 教授  宮田 圭介 討議参加 

デザイン学部 生産造形学科 教授  寒竹 伸一 討議参加 

発表の方法  

(予定で可 )  

１ 紀 要 号 数 
第       号 

（   年   月発行） 

２ 学会等での発表 

学会等名： 

 芸術工学会誌・デザイン百景 
 （芸術工学会誌刊行 50 号記念特別企画号） 

発表日 

（発表 

予定日） 

平成２２年 １月 ５日 

３ その他 

発表の方法： 発表日 

（発表 

予定日） 

平成  年  月  日 

 注：配分を受けた翌年度の 6月末までに提出

研究№ 
（記載不要） 

21―デ研―4 

(様式第１号) 
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（研究の目的等）  

 

 インダストリアルデザインの考え方のもと構築される生産造形学科の教育体系の深

化・発展が図れるよう、大学院デザイン研究科における教育運営・研究指導の方向

性、具体的あり方を明らかにすることを目的とした。  

（研究の実施方法等）  

 

１．生産造形学科におけるインダストリアルデザイン教育を踏まえた大学院の教育運

営・研究指導システムの構築に向けての討議・検討を行った。  

 

２．当該領域の関係教員による最近の研究領域についての関係学術分野に向けて

の情報発信（学会誌への執筆・寄稿）を行った。  

（得られた成果等） 

 

１．大学院生産造形系教員による大学院教育運営・研究指導に関する検討会における討議・検

討を経て、平成２２年度に修士研究を題材に生産造形系合同研究会を開催した（生産造形系

教員７名及び各ゼミ生（Ｍ１、Ｍ２）の出席による）。個々のＭ２生の修士研究の取りまとめに向け

て、特定ゼミ内での指導・検討より広範な観点からの討議・検討が行われた。合同研究会方式

での修士研究検討・指導は継続して定期的に実施する予定である。 

   

 

２．大学院関係教員による芸術工学会誌への執筆・投稿を行い、関連学術分野への情報発信を

行うとともに、当該学術分野におけるプレゼンスの構築に努めた。なお、執筆・投稿内容は次の

通りである。 

  ［掲載誌］  「芸術工学会・デザイン百景（芸術工学会誌刊行 50号記念特別企画号）」 

  ［掲載内容］ 1.「中国デザイン教育の現状と課題」（佐井国夫） 

          2.「越後高田の平成新雁木」（寒竹伸一） 

          3.「よみがえる清張時代のデザイナー像」（黒田宏治） 

          4.「東京立地の地域デザイン振興の可能性」（黒田宏治） 

          5.「デザイン教育という新領域を考える」（黒田宏治） 

          6.「より多くの人に伝えるための表示」（三好泉） 

          7.「モノのスケールから組み立てられた建築」（磯村克郎） 

          8.「自助具のデザイン」（迫秀樹） 

  

      

 


